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解 答                                  

 

□1  (1) 138         (2) 10.6           (3) 1
2

3
  

□2  (1) (分速)65(m)     (2) 9(通り)        (3) 198           (4) 840(m) 

  (5) 480(㎠)       (6) 20             (7) 300(㎤)         (8) 24(秒後) 

□3  (1) 12(分後)        (2) 27(分後)  

□4  (1) 35(通り)       (2) 15(通り) 

□5  (1) 12
5

6
            (2) 12(個)          (3) 140(番目) 

□6  (1) 80(㎠)          (2) 4.5(秒後)、11.5(秒後)          

□7  (1) 116            (2) 5(行)3(列)  

□8  (1) (分速)200(m)    (2) ア…600、イ…450         (3) 2300(m)  

      

配 点 

各 8点  ※□6 (2)、□8 (2)は、すべてできて得点 

 

解 説 

□2  

(1) 兄と妹の進む道のりの差が 1周分になるときに、兄は妹をはじめて追いこします。 

よって、2人が同時に出発してから 18分後に、2人の進む道のりの差が 450mになります。 

450÷18＝25（m/分） 

より、兄と妹の速さの差は分速 25ｍです。 

以上より、兄の速さは、 

40＋25＝65（m/分） 

より、分速 65mです。 

 

(2) 大小 2つのさいころの出た目の合計は 2以上 12以下となることから、出た目の合計が、4、8、12 

 になる場合について、それぞれ調べます。 
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・出た目の合計が 4となる場合 

（大、小）＝（1、3）、（2、2）、（3、1） → 3通り 

・出た目の合計が 8となる場合 

（大、小）＝（2、6）、（3、5）、（4、4）、（5、3）、（6、2） → 5通り 

・出た目の合計が 12となる場合 

（大、小）＝（6、6） → 1通り 

よって、出た目の合計が 4の倍数になるような目の出方は、 

3＋5＋1＝9（通り） 

より、全部で 9通りです。 

 

(3) 右のように、差が 1、3、5、7、…と奇数のならびで 

 大きくなっています。 

 左から 15番目までに、差は(15－1＝)14個ならび、14 

 番目の奇数は、 

   14×2－1＝27 

 より、27となります。 

 よって、左から数えて 15番目の整数は、 

   2＋(1＋3＋5＋…＋25＋27)＝2＋(1＋27)×14÷2 

＝2＋196 

              ＝198 

より、198です。 

 

(4) 18分すべてを分速 75mで歩いたとすると、進んだきょりは、 

75×18＝1350（m） 

より、1350mとなり、実際のきょり 1590mよりも、 

1590－1350＝240（m） 

より、240m短くなります。 

分速 75mで歩いた時間を 1分ずつ分速 105mに置きかえていくと、 

105－75＝30（m／分） 

より、分速 30mずつ増えていくので、 

240÷30＝8（分） 

より、8分置きかえればよいことになります。 

以上より、分速 105mで走った時間は 8分となるため、家と図書館の間のきょりは、 

105×8＝840（m） 

より、840mです。 
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(5) 四角形 ABQPが長方形になるのは、APの長さと 

BQの長さが等しくなるときです。 

点 Qが頂点 Cを折り返すまでは常に、BQの長さ 

が APの長さよりも長くなるため、APの長さと 

BQの長さが等しくなるのは、右の図のように点 

Qが頂点 Cを折り返した後となります。 

このとき、点 P、Qが動いた長さの和は、 

  36×2＝72（cm） 

より、72cmとなり。2点が出発してから、 

  72÷(1＋2)＝24（秒後） 

より、24秒後となります。 

点 Pが 24秒で進む長さは、 

  1×24＝24（cm） 

となり、この長さが APの長さとなるため、長方形 ABQPの面積は、 

  20×24＝480（㎠） 

より、480㎠です。 

 

(6) 春子さんは PQ間を 30分かけて進んでいるため、PQ間のきょりは、 

60×30＝1800（m） 

より、1800mとなります。 

グラフより、春子さんと秋子さんは同時に出発してから 12分後にすれちがっていることから、2人 

の速さの和は、 

1800÷12＝150（m／分） 

より、分速 150mとなります。 

これより、秋子さんが進む速さは、 

150－60＝90（m／分） 

より、分速 90mとなり、求める xは秋子さんが 

出発してから P地点に着くまでの時間となりま 

す。 

よって、xにあてはまる数は、 

1800÷90＝20（分） 

より、20です。 
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(7) こぼれた水の量は、下の図のアとイの面積の差に、容器の奥行きにあたる 10cmをかけた値となり 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

アとイの面積の差は、 

  13.5×20－(9＋15)×20÷2＝(13.5－12)×20＝30（㎠） 

より、30㎠となります。 

よって、こぼれた水の量は、 

  30×10＝300（㎤） 

より、300㎤です。 

 

(8) 1秒間に点 A、B、Cが進む角度は、 

360÷30＝12（度）… 点 A 

360÷40＝9（度） … 点 B 

360÷60＝6（度） … 点 C 

より、それぞれ 12度、6度、3度です。 

点 Aと点 Bは 1秒間に（12－9＝）3度ずつ、点 Bと点 Cも 1秒間に 

（9－6＝）3度ずつはなれます。 

よって、角 AOB＝角 BOC となり、AO＝BO＝CO（すべて円の半径） 

より、三角形 AOBと三角形 BOCは合同となり、ABと BCが同じ長さ 

になることから、三角形 ABC は二等辺三角形となるため、角 BAC＝角 BCA＝36度となります。 

角 ABCの大きさは、 

180－36×2＝108（度） 

より、108度となり、角 OBA＝角 OBCとなることから、角 OBAの大きさは、 

108÷2＝54（度） 

より、54度です。 

三角形 AOBは AO＝BOの二等辺三角形であるため、角 AOBの大きさは、 

180－54×2＝72（度） 

より、72度です。 

点 Aと点 Bは 1秒間に、(12－9＝)3度ずつはなれるため、はじめて角アの大きさが 36度となるの 

は、 

  72÷3＝24（秒後） 
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より、24秒後です。 

 

□3  

(1) たかし君が A地点を出発する 

までの 3分ではるかさんは、 

80×3＝240（m） 

より、240m進んでいます。 

右の（図 1）の通り、この 240m 

の差をたかし君が追い抜いたのは、 

240÷(100－80)＝12（分後） 

より、12分後です。 

 

(2) (1)の後、2人が出会うまでの様子 

は、右の（図 2）のようになります。 

たかし君がはるかさんを追い抜いた 

時、2人の B地点までのきょりは、 

2550－100×12＝1350（m） 

より、1350mとなります。 

B地点から折り返してきたたかし君 

と、B地点に向かうはるかさんが出 

会うまでに 2人が進んだきょりの和 

は、 

1350×2＝2700（m） 

より、2700mとなります。 

たかし君がはるかさんを追い抜いてから 2人が出会うまでにかかった時間は、 

2700÷(100＋80)＝15（分） 

より、15分ですので、たかし君とはるかさんが出会うのは、たかし君が A地点を出発してから、 

12＋15＝27（分後） 

より、27分後です。 

 

□4  

(1) 『月のテント』にとまる 3人を選ぶと、自然に残りの 4人が『星のテント』にとまることになるた 

め、『月のテント』にとまる 3人を決めればよいことになります。 

7人から 3人の選び方は、 
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7×6×5

3×2×1
 ＝35（通り） 

より、35通りです。 

 

(2) Dと Eがとまる部屋が『月のテント』の場合と、『星のテント』の場合にわけて考えます。 

 

・『月のテント』の場合 

『月のテント』にとまる残りの(3－2＝)1人を、(7－2＝)5人の中から選ぶため、5通りとなります。 

 

・『星のテント』の場合 

『星のテント』にとまる残りの(4－2＝)2人を、5人から選びます。 

5×4

2×1
 ＝10（通り） 

より、10通りとなります。 

 

どちらの場合も、一方が決まれば、もう一方の部屋にとまる人が自然に決まります。 

よって、求める場合は全部で、 

5＋10＝15（通り） 

より、15通りです。 

 

□5  

(1) 数のならびの分母を 12にそろえると、下のようになります。 

   
5

12
 、

6

12
 、

7

12
 、

8

12
 、

9

12
 、

10

12
 、…… 

このとき、150番目の分子は、5から数えて 150番目の整数であるため、 

  5＋150－1＝154 

より、154となります。 

よって、150番目の数は、 

  
154

12
 ＝12

10

12
 ＝12

5

6
  

より、12
5

6
 です。 

 

(2) 整数になるのは分子が 12の倍数のときとなるため、5から 154のうち、12の倍数が何個あるのか 

を求めればよいことになります。 

  よって、150番目までの数の中で、整数は、 
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    154÷12＝12あまり 10 

  より、12個あります。 

 

(3) 最も大きな整数は 12であり、そのときの分子は、 

   12×12＝144 

 より、144となります。 

 144は 5から数えて、 

   144－5＋1＝140（番目） 

より、140番目となるため、12は 140番目の数となります。 

 

□6  

(1) APの長さは、 

   2×2＝4（cm） 

 より、4cmとなります。 

 四角形 EPFDを（図 1）のように 2つの三角形に分ける 

 と、三角形 EPDの面積は、 

   8×4÷2＝16（㎠） 

 より、16㎠に、三角形 DPFの面積は、 

   8×16÷2＝64（㎠） 

 より、64㎠になります。 

 よって、2秒後の四角形 EPFDの面積は、 

   16＋64＝80（㎠） 

 より、80㎠です。 

 

(2) （図 2）のように、点 Pが辺 AB上にあるとき、三角形 

DPFの面積は、 

   8×16÷2＝64（㎠） 

 より、64㎠で一定となります。 

 残りの三角形 EPDの面積は、 

   100－64＝36（㎠） 

 より、36㎠となることから、APの長さは、 

   36×2÷8＝9（cm） 

より、9cmとなります。 

これは、点 Pが頂点 Aを出発してから、 

  9÷2＝4.5（秒後） 

より、4.5秒後です。 
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同じように、（図 3）のように、点 Pが辺 BC上にあるとき、 

三角形 EPDの面積は、 

  8×16÷2＝64（㎠） 

より、64㎠で一定となります。 

残りの三角形 DPFの面積は、 

  100－64＝36（㎠） 

より、36㎠となることから、CPの長さは、 

  36×2÷8＝9（cm） 

より、9cmとなり、点 Pが進んだきょりは、 

  16×2－9＝23（cm） 

より、23cmとなります。 

これは、点 Pが頂点 Aを出発してから、 

  23÷2＝11.5（秒後） 

より、11.5秒後です。 

 

以上より、求める時間は、4.5秒後と 11.5秒後です。 

 

□7  

(1) 右の図の通り、一番外側を 1周するのにならぶ整数 

の個数は、 

   (30－1)×4＝116（個） 

 より、116個となります。 

 よって、1行 2列の整数（図の○）は、116です。 

 

(2) 2周目の 1辺にならぶ整数の個数は、 

   30－2＝28（個） 

 より、28であることから、2周目にならぶ整数の個 

数は、 

   (28－1)×4＝108（個） 

 より、108個となります。 

 これより、2行 3列の整数（図の★）は、 

   116＋108＝224 

 より、224となります。 

 227は 224から 3だけ下に進むため、5行 3列の整数となります。 
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□8  

(1) Pさん、Qさん 2人の進行するようすをグラフに表すと、下の図のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Pさんが 16分で 800m歩いていることから、Pさんの歩く速さは、 

  800÷16＝50（m／分） 

より、分速 50mとなります。 

また、Pさんと Qさんの間のきょりは、Pさんが A地点を出発してから 16分後から 19分後までの 

(19－16＝)3分間で、(800－350＝)450m縮まっているため、Qさんの自転車の速さと Pさんの歩く 

速さの差は、 

  450÷3＝150（m／分） 

より、分速 150mとなります。 

よって、Qさんの自転車の速さは、 

  50＋150＝200（m／分） 

より、分速 200mです。 

 

(2) Qさんが休んでいる間に Pさんは、 

   50×5＝250（m） 

 より、250m歩くため、アにあてはまる数は、 

   350＋250＝600（m） 

 より、600となります。 

 また、イは Pさんが 9分間で歩くきょりであるため、 



鉄人会は頑張る君の味方です！ 

- 10 - 

 

家庭教師は必ず体験してから決めましょう！ 

 

50×9＝450（m） 

より、450mとなります。 

よって、アにあてはまる数は 600、イにあてはまる数は 450です。 

 

(3) 上のグラフの aの部分の 2人の速さの差は分速 150mであり、この部分で 2人の間のきょりが 

350m広がっていることから、aの部分の時間は、 

  350÷150＝
7

3
 （分） 

より、
7

3
 分となります。 

また、グラフの bの部分の速さの差は、 

  65－50＝15（m／分） 

より、分速 15mであり、この部分で 2人の間のきょりが(450－350＝)100m広がっていることか 

ら、bの部分の時間は、 

  100÷15＝
20

3
 （分） 

より、
20

3
 分となります。 

これより、Pさんが A地点から B地点まで歩くのにかかった時間は全部で、 

  28＋
7

3
 ＋

20

3
 ＋9＝46（分） 

より、46分となるため、A地点と B地点の間のきょりは、 

  50×46＝2300（m） 

より、2300mです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


